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 Ⅰ「地方における外国人材の受入れに関する研究会」  

アンケート調査結果の概要  
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「地方における外国人材の受入れに関する研究会」 

アンケート調査結果の概要（登録支援機関） 

 

 

１．調査の目的 

本研究会は、令和元年度より北海道での労働力不足の産業における外国人材の活用の

実情等を調査し、外国人材の受入れについて、地域が取り組むべき方策のほか、北海道

らしい外国人との共生社会の実現に向けた提言として、「北海道における外国人も暮らし

やすい地域社会づくりに向けて」を取りまとめました。 

新たな在留資格「特定技能」は、政府が当初見込んでいた受入目標人数を大きく下回

っていたものの、コロナ禍で帰国できなくなった技能実習からの移行者等により増加し

ています。また、政府は「特定技能 2号」の対象を、農業・製造業・サービス業など様々

な業種に広げることとしており、これにより事実上、長期就労の道が開かれることにな

り、より一層の受入れ体制等が求められることになります。このため、特定技能外国人

に対するアンケート調査およびインタビューを行い、その実情等を把握するとともに、

今後の外国人材受入れ拡大に係る課題等を調査し、必要に応じて提言の見直しを図るこ

ととした。 

 

２．調査の方法と実施 

【対象】道内に事業所の本所をもつ登録支援機関 127 件 

アンケート調査の対象は、「北海道らしい外国人材の労働環境と地域の共生社会に向

けて」アンケート調査（令和 2年度実施）をした登録支援機関（出入国在留管理庁の

登録支援機関登録簿（令和 2年 10月 2日現在））の北海道内に事業所をもつ 127 件。 

 

【アンケートの方法と実施期間】  

・アンケートは、郵送による配布とした。 

・配布は、令和 4年 6月 30 日 

・アンケートの実施期間は、令和 4年 6月 30 日 ～ 令和 4年 7月 13 日まで 

 

３．アンケートの回収状況 

（登録支援機関）

対　　　象 送付数 回収数 回収率

《登録支援機関》 127 26 20.5%
 

 

４．アンケート調査の結果 

アンケートの回収後、各データを集計整理し、別紙のとおり集計表と関連するグラフ

にて整理を行った。 
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【外国人材の受入れ状況について】 

問 2 貴機関の特定技能外国人の支援実績（令和４年７月１日現在）について教えてくだ

さい。 
 

※以下の結果は、支援実績があった 18件の登録支援機関の支援状況（ルート、特定産業分

野、性別、年齢、人数、送り出し国）を整理した。 
 

【ルート】 

 

  

 

 

【特定産業分野】 

 

 

・支援状況を特定産業分野別にみると、多い順に飲食料品製造業が 9 件、農業が 8 件、介護

が 5 件、建設が 4 件、漁業が 3 件となっている。 

・ルートは、試験ルートのみが 2 件（11.1％）、技能実習ルートのみが 10 件（55.6％）、両方

を支援しているのが 6 件（33.3％）となっている。 

・試験ルートからの受入れは、「農業」「介護」「飲食料品製造業」「電気・電子情報関連産業」

「外食業」となっている。 
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特定産業分野（件）

n =18

（単位：件）

回　答

1

介護

2

ビルクリー

ニング

3

素形材産

業

4

産業機械

製造業

5

電気・電子

情報関連

産業

6

建設

7

造船・舶用

工業

8

自動車整

備

9

航空

10

宿泊

11

農業

12

漁業

13

飲食料品

製造業

14

外食業

実数 5 1 0 1 1 4 0 0 0 0 8 3 9 1

（単位：件）

回　答

試験ルート

のみ

技能実習

ルートのみ

両方

合計

実数 2 10 6 18

％ 11.1% 55.6% 33.3% 100.0%
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【年齢・性別】 

 

（単位：件）

1

18歳

～29歳

2

30歳

～39歳

3

40歳

～49歳

4

50歳以上

（男性） 実数 12 11 4 0

（女性） 実数 11 11 5 0

回　答

 

・年齢は、男性 18 歳～29 歳が 12 件、30 歳～39 歳が 11 件となっており、女性 18 歳～29 歳、

30 歳～39 歳がともに 11 件となっている。男女ともに 50 歳以上は 0 件となっている。 

・特定産業分野別人数を男女別にみると、男性は「農業（56 人，37.6％）」が多く、次いで

「建設（38 人，25.5％）」、「漁業（21 人，14.1％）」、「飲食料品製造業（15 人，10.1％）」と

なっている。女性は「飲食料品製造業（120 人，53.3％）」が多く、次いで「農業（54 人，24％）」、

「介護（25 人，11.1％）」、「電気・電子情報関連産業（18 人，8％）」となっている。 
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特定産業分野別人数

(男性)

(女性)

（人）

n =374

・北海道の特定技能外国人数 2,593 人（出入国在留管理庁「特定技能 1 号在留外国人数（令

和 4 年 3 月末現在））に対して、アンケート調査により把握した特定技能１号の人数の割合は、

14.4％（374 人）となっている。 

・アンケート調査により把握した特定技能外国人を特定産業分野別にみると、多い順に「電

気・電子情報関連産業（41.9％）」、次いで「漁業（21.4％）」、「介護（18.5％）」、「建設(17.4％)」、

「ビルクリーニング（16.0％）、「産業機械製造業（15.4％）」、「農業（14.0％）」、「飲食料品

製造業（12.2％）」、「外食業（2.7％）」となっている。 

（単位：人）

1

介護

2

ビルクリー

ニング

3

素形材産

業

4

産業機械

製造業

5

電気・電子

情報関連

産業

6

建設

7

造船・舶用

工業

8

自動車整

備

9

航空

10

宿泊

11

農業

12

漁業

13

飲食料品

製造業

14

外食業
合計

162 25 12 13 62 218 6 28 0 8 788 131 1,103 37 2,593

30 4 0 2 26 38 0 0 0 0 110 28 135 1 374

18.5% 16.0% 0.0% 15.4% 41.9% 17.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.0% 21.4% 12.2% 2.7% 14.4%

北海道

実　数

北海道全体に占める割合
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年齢
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（件）
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【人数】 

 

（単位：件）

0人 1人

～5人

6人

～10人

11人

～20人

21人

～30人

31人

～ 40人

41人

～50人

51人

以上

（男性） 実数 0 7 4 2 0 1 1 0

（女性） 実数 0 4 3 4 2 2 0 0

回　答

 

0

7

4

2

0

1 1

00

4

3

4

2 2

0 0
0

2

4

6

8

10

人数

（男性）

（女性）

（件）

n =18

 

・人数は、区分して整理した。 

・男性については、おおよそ半数の登録支援機関が 1～5 人程度（7 件）を支援している。 

6～10 人が 4 件、11～20 人が 2 件の支援状況となっている。 

・女性については、1～5 人、11～20 人がともに 4 件、6～10 人が 3 件の支援状況となってい

る。 

・支援人数の合計は、男性 149 人、女性 225 人。 
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【支援人数合計】（男+女） 

（単位：人）

回　答

1

男性

2

女性
合計

実数 149 225 374

％ 39.8% 60.2% 100.0%  

 

 

 

【送り出し国】 

 

（単位：件）

回　答

1

ミャンマー

2

カンボジア

3

中国

4

台湾

5
インドネシア

6

ネパール

7

フィリピン

8

ベトナム

9

タイ

10

モンゴル

11

その他

実数 2 2 4 1 5 3 1 13 2 0 1  

 

・送り出し国は、多い順にベトナムが 13 件、次いでインドネシアが 5 件、中国が 4 件、ネパ

ールが 3 件、ミャンマー、カンボジア、タイがそれぞれ 2 件となっている。 
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「地方における外国人材の受入れに関する研究会」 

アンケート調査結果の概要（特定技能外国人） 

 

 

１．調査の目的 

本研究会は、令和元年度より北海道での労働力不足の産業における外国人材の活用の

実情等を調査し、外国人材の受入れについて、地域が取り組むべき方策のほか、北海道

らしい外国人との共生社会の実現に向けた提言として、「北海道における外国人も暮らし

やすい地域社会づくりに向けて」を取りまとめました。 

新たな在留資格「特定技能」は、政府が当初見込んでいた受入目標人数を大きく下回

っていたものの、コロナ禍で帰国できなくなった技能実習からの移行者等により増加し

ています。また、政府は「特定技能 2号」の対象を、農業・製造業・サービス業など様々

な業種に広げることとしており、これにより事実上、長期就労の道が開かれることにな

り、より一層の受入れ体制等が求められることになります。このため、特定技能外国人

に対するアンケート調査およびインタビューを行い、その実情等を把握するとともに、

今後の外国人材受入れ拡大に係る課題等を調査し、必要に応じて提言の見直しを図るこ

ととした。 

 

２．調査の方法と実施 

 【対象】特定技能外国人 298 人 

アンケート調査の対象は、今回、回答のあった 26 件の登録支援機関のうち、15 件

が支援している特定技能外国人 298 人。 

 

【アンケートの方法と実施期間】  

・アンケートは、郵送による配布とした。 

・配布は、令和 4年 7月 22 日 

・アンケートの実施期間は、令和 4年 7月 22 日 ～ 令和 4年 8月 5日まで 

 

３．アンケートの回収状況 

（特定技能外国人）

対　　　象 送付数 回収数 回収率

《登録支援機関》 15 8 53.3%

　・特定技能外国人 298 123 41.3%  

 

４．アンケート調査の結果 

アンケートの回収後、各データを集計整理し、別紙のとおり集計表と関連するグラフ

にて整理を行った。 
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Ｑ1：どこに住んでいますか。（市町村名を教えてください） 

 

（単位：人）

回　答

市 町（郡） 村 無回答

合計

実数 56 62 0 5 123

％ 45.5% 50.4% 0.0% 4.1% 100.0%  
 

Ｑ2：いつ日本に入国しましたか。（年月日を教えてください） 

 

（単位：人）

回　答

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 無回答

合計

実数 1 0 5 10 19 29 34 4 1 18 2 123

％ 0.8% 0.0% 4.1% 8.1% 15.4% 23.6% 27.6% 3.3% 0.8% 14.6% 1.6% 100.0%  

・入国年は、多い順に 2019 年が 27.6％（34 人）、次いで 2018 年が 23.6％（29人）、2017 年

が 15.4％（19 人）、2022 年が 14.6％（18 人）となっている。 

・住んでいるところは、市が 45.5％（56 人）、町（郡）が 50.4％（62 人）となっている。 

45.5%

50.4%

0.0% 4.1%
市

町（郡）

村

無回答
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9
10
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3
2
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狩
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稚
内
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紋
別
市

北
見
市

苫
小
牧
市

釧
路
市

根
室
市

国
東
市(

大
分
県)

（人）

0.8%
0.0%

4.1%

8.1%

15.4%

23.6%

27.6%

3.3%

0.8%

14.6%

1.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 無回答

入国年

1
4 3

1 1 1 1 2
5

11

22

3 3 2 1 1

0

5

10

15

20

25

鹿
部
町

八
雲
町

長
万
部
町

東
川
町

小
平
町

苫
前
町

羽
幌
町

礼
文
町

美
幌
町

斜
里
町

雄
武
町

洞
爺
湖
町

厚
岸
町

別
海
町

羅
臼
町

虻
田
郡(

町)

（人）
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Ｑ3：年齢はいくつですか。（〇は１つ） 

 

（単位：人）

1

18歳

～29歳

2

30歳

～39歳

3

40歳

～49歳

4

50歳以上
合計

実数 15 12 3 0 30

％ 50.0% 40.0% 10.0% 0.0% 100.0%

実数 47 38 8 0 93

％ 50.5% 40.9% 8.6% 0.0% 100.0%

回　答

(男性)

(女性)
 

50.0%

40.0%

10.0%

0.0%

50.5%

40.9%

8.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳以上

(男性)

(女性)

 

 

Ｑ4：性別を教えてください。（〇は１つ） 

 〔注：性別を答えたくない場合は、3 その他 を選択してください〕 

 

（単位：人）

回　答

1

男性

2

女性

3

その他
合計

実数 30 93 0 123

％ 24.4% 75.6% 0.0% 100.0%  

・性別は、男性が 30 人（24.4％）、女性が 93 人（75.6％）となっており、性別を答えたくな

い人はいなかった。 

・年齢は、男性 18～29 歳が 50.0％（15 人）、30～39 歳が 40.0％（12 人）となっている。 

女性は 18～29 歳が 50.5％（47 人）、30～39 歳が 40.9％（38 人）となっている。男女ともに

50 歳以上は 0 人。 
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Ｑ5：国はどこですか。（〇は１つ） 

 

（単位：人）

回　答

1

ミャンマー

2

中国

3
インドネシア

4

フィリピン

5

ベトナム

6

その他
合計

実数 20 19 2 0 66 16 123

％ 16.3% 15.4% 1.6% 0.0% 53.7% 13.0% 100.0%  

16.3% 15.4%

1.6% 0.0%

53.7%

13.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

ミ
ャ
ン
マ
ー

中
国

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン

ベ
ト
ナ
ム

そ
の
他

国籍

 

 

・国籍は、多い順にベトナムが 53.7％（66 人）、次いでミャンマーが 16.3％（20 人）、中国

が 15.4％（19 人）となっている。その他は、タイ（14 人）とネパール（2 人）となっている。
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Ｑ6：どうやって特定技能になりましたか。（〇は１つ） 

 

（単位：人）

回　答

1

試験を受け

た

2

技能実習

から移行し

た

無回答

合計

実数 12 104 7 123

％ 9.8% 84.6% 5.7% 100.0%  

 

 

 

Ｑ7：技能実習と特定技能の違いを知っていますか。（〇はいくつでも） 

（単位：人）

回　答

1

特定技能

は長く働く

ことができ

る

2

特定技能

は給料が

高い

3

特定技能

は職場を

変えること

ができる

4

違いがわ

からない

無回答

実数 87 67 49 4 1  

87

67

49

4

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

特定技能は長く働くことができる

特定技能は給料が高い

特定技能は職場を変えることができる

違いがわからない

無回答

（人）

n =123

・ルートは、技能実習ルートが全体の 8 割強を占めている（84.6％，104 人）。 

試験ルートは、9.8％（12 人）で、その特定産業分野は、「介護（2 人）」「建設（3 人）」「漁

業（2 人）」「飲食料品製造業（4 人）」「外食業（1 人）」となっている。 

・技能実習と特定技能の違いについては、回答の多い順に「特定技能は長く働くことができ

る」が 87 人で、次いで「特定技能は給料が高い」が 67 人、「特定技能は職場を変えることが

できる」が 49 人となっている。違いがわからないという回答は、僅か（4 人）となっている。

9.8%

84.6%

5.7%

試験を受けた

技能実習から

移行した

無回答
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Ｑ8：特定産業分野は、どれですか。（〇は１つ） 

（単位：人）

回　答

1

介護

2

ビルクリー

ニング

3

素形材産

業

4

産業機械

製造業

5

電気・電子

情報関連

産業

6

建設

7

造船・舶用

工業

8

自動車整

備

9

航空

10

宿泊

11-1

耕種

（農業）

11-2

畜産

（農業）

12

漁業

13-1

水産加工

（飲食料品

製造業）

13-2

缶詰、そう

菜加工、パ

ン・菓子製

造など（飲

食料品製

造業）

14

外食業

合計

実数 2 0 0 2 0 5 0 0 0 0 0 3 17 68 25 1 123

％ 1.6% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.4% 13.8% 55.3% 20.3% 0.8% 100.0% 

 

・特定産業分野別を男女別にみると、男性は多い順に漁業が 12 人、次いで水産加工（飲食料

品製造業）が 10 人となっている。女性は飲食料品製造業が多く、このうち水産加工は 58 人、

缶詰・そう菜加工、パン・菓子製造などが 24 人となっている。 

・特定産業分野は、最も多いのが飲食料品製造業で、このうち水産加工が 55.3％（68 人）、

缶詰、そう菜加工、パン・菓子製造などが 20.3％（25 人）となっている。次いで漁業が 13.8％

（17 人）となっている。 

1.6% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0%
4.1%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
2.4%

13.8%

55.3%

20.3%

0.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

素
形
材
産
業

産
業
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械
製
造
業

電
気
･
電
子
情
報
関
連
産
業

建
設
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船
・
舶
用
工
業

自
動
車
整
備

航
空

宿
泊

耕
種
（
農
業
）

畜
産
（
農
業
）

漁
業

水
産
加
工
（
飲
食
料
品
製
造
業
）

缶
詰
、
そ
う
菜
加
工
、
パ
ン
・
菓
子
製

造
な
ど
（
飲
食
料
品
製
造
業
）

外
食
業

0 0 0 2 0
5

0 0 0 0 0 0

12 10

1 02 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 5

58

24

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0
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20
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70

介
護

ビ
ル
ク
リ
ー
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形
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業
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械
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･
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子
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連
産
業

建
設

造
船
・
舶
用
工
業

自
動
車
整
備

航
空

宿
泊

耕
種
（
農
業
）

畜
産
（
農
業
）

漁
業

水
産
加
工
（
飲
食
料
品
製
造
業
）

缶
詰
、
そ
う
菜
加
工
、
パ
ン
・
菓
子
製

造
な
ど
（
飲
食
料
品
製
造
業
）

外
食
業

(男性)

(女性)

(その他)

（人）
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Ｑ9：今の職場・仕事について、どのように感じていますか。（〇はいくつでも） 

 

（単位：人）

回　答

1

仕事がむ

ずかしい

2

仕事時間

が長すぎ

る

3

休日が少

ない

4

給料は高

い

5

給料は低

い

6

言葉がわ

からない

7

仕事のこと

で相談す

る人がいな

い

8

差別を感じ

ることがあ

る

9

特にない

実数 5 8 27 8 36 12 2 4 69  

5

8

27

8

36

12

2

4

69

0 10 20 30 40 50 60 70

仕事がむずかしい

仕事時間が長すぎる

休日が少ない

給料は高い

給料は低い

言葉がわからない

仕事のことで相談する人がいない

差別を感じることがある

特にない

（人）

n =123

 

 

Ｑ10：生活面で困っていることはありますか。（〇はいくつでも） 

 

（単位：人）

回　答

1

言葉がわ

からない

2

買い物

3

日本人との

つきあいが

ない

4

家賃が高

い

5

とても寒い

6

友人がい

ない

7

FreeWi－Fi

がない

8

その他

9

特にない

実数 17 20 15 19 36 4 6 1 62  

・生活面で困っていることは、回答の多い順に「特にない」が 62 人で、次いで「とても寒い」

が 36 人、「買い物」が 20 人、「家賃が高い」が 19 人、「言葉がわからない」が 17 人、「日本

人とのつきあいがない」が 15 人となっている。「その他」は、税額控除が多いと回答。 

・今の職場・仕事について感じていることは、回答の多い順に「特にない」が 69 人、次いで

「給料は低い」が 36 人、「休日が少ない」が 27 人となっている。 
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17

20

15

19

36

4

6

1

62

0 10 20 30 40 50 60 70

言葉がわからない

買い物

日本人とのつきあいがない

家賃が高い

とても寒い

友人がいない

FreeWi－Fiがない

その他

特にない

（人）

n =123

 
 

Ｑ11-1：生活環境で困ったときは、誰に相談しますか。（〇はいくつでも） 

 

（単位：人）

回　答

1

一緒に働

いている仲

間・先輩

2

会社の日

本人

3

登録支援

機関

4

国にいる家

族・友人

5

近所の日

本人

6

外国人相

談窓口

7

相談する

人はいない

8

相談窓口

がわからな

い

無回答

実数 80 51 66 63 2 9 1 5 1  

80

51

66

63

2

9

1

5

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

一緒に働いている仲間・先輩

会社の日本人

登録支援機関

国にいる家族・友人

近所の日本人

外国人相談窓口

相談する人はいない

相談窓口がわからない

無回答

（人）

n =123

 

 

Ｑ11-2：給料、仕事の内容、労働環境、職場の人間関係で困ったときは、誰に相談します

か。（〇はいくつでも） 

 

・給料、仕事の内容、労働環境、職場の人間関係で困ったときの相談先については、回答の

多い順に「登録支援機関」が 78 人で、次いで「一緒に働いている仲間・先輩」が 67 人、「会

社の日本人」が 59 人、「国にいる家族・友人」が 35 人となっている。 

・生活環境で困ったときの相談先については、回答の多い順に「一緒に働いている仲間・先

輩」が 80 人で、次いで「登録支援機関」が 66 人、「国にいる家族・友人」が 63 人、「会社の

日本人」が 51 人となっている。 
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（単位：人）

回　答

1

一緒に働

いている仲

間・先輩

2

会社の日

本人

3

登録支援

機関

4

国にいる家

族・友人

5

近所の日

本人

6

外国人相

談窓口

7

相談する

人はいない

8

相談窓口

がわからな

い

無回答

実数 67 59 78 35 0 4 2 2 2  

67

59

78

35

0

4

2

2

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

一緒に働いている仲間・先輩

会社の日本人

登録支援機関

国にいる家族・友人

近所の日本人

外国人相談窓口

相談する人はいない

相談窓口がわからない

無回答

（人）

n =123

 

 

Ｑ12：違う仕事がしたいですか。（〇は１つ） 

 

（単位：人）

回　答

1

北海道で、

違う仕事が

したい

2

北海道以

外の地域

で、違う仕

事がしたい

3

北海道で、

今の仕事

がしたい

4

北海道以

外の地域

で、今の仕

事がしたい

無回答

合計

実数 7 26 77 8 5 123

％ 5.7% 21.1% 62.6% 6.5% 4.1% 100.0%  

5.7%

21.1%

62.6%

6.5%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

北海道で、違う仕事がしたい

北海道以外の地域で、違う仕事がしたい

北海道で、今の仕事がしたい

北海道以外の地域で、今の仕事がしたい

無回答

 
 

・約 6 割が「北海道で、今の仕事がしたい（62.6％，77 人）」と回答。 

・転職の希望については、「北海道以外の地域で、違う仕事がしたい」が 21.1％（26 件）、「北

海道以外の地域で、今の仕事がしたい」が 6.5％（8 件）となっている。 
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Ｑ13：違う仕事がしたいと思うのは、なぜですか。（〇はいくつでも） 

 

（単位：人）

回　答

1

仕事が自

分に合って

いないから

2

賃金が低

いから

3

友人や親

戚に誘わ

れたから

4

天候や生

活環境が

自分に合っ

ていないか

ら

5

お店、遊ぶ

ところがた

くさんある

場所で働き

たいから

6

いろいろな

経験をした

いから

7

違う仕事が

したいと思

わない

無回答

実数 3 24 14 9 10 23 54 16  

3

24

14

9

10

23

54

16

0 10 20 30 40 50 60

仕事が自分に合っていないから

賃金が低いから

友人や親せきに誘われたから

天候や生活環境が自分に合っていないから

お店、遊ぶところがたくさんある場所で働きたいから

いろいろな経験がしたいから

違う仕事がしたいと思わない

無回答

（人）

n =123

 

 

Ｑ14：違う仕事は、どうやって調べますか。（〇はいくつでも） 

 

（単位：人）

回　答

1

一緒に働

いている仲

間・先輩

2

会社の日

本人

3

登録支援

機関

4

友人・親戚

5

SNS

6

その他

無回答

実数 17 1 22 42 45 6 23  

・「違う仕事がしたいと思わない（54 人）」が最も多い回答となっている。 

・転職を希望する理由については、回答の多い順に「賃金が低いから」が 24 人、次いで「い

ろいろな経験をしたいから」が 23 人となっている。 

・転職情報の収集方法については、回答の多い順に「SNS」が 45 人で、次いで「友人・親戚」

が 42 人、「登録支援機関」が 22 人、「一緒に働いている仲間・先輩」が 17 人となっている。

SNS の種類は、Facebook（15 人）と回答。 
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17

1

22

42

45

6

23

0 10 20 30 40 50

一緒に働いている仲間・先輩

会社の日本人

登録支援機関

友人・親戚

ＳＮＳ

その他

無回答

（人）

n =123

 
 

Ｑ15：今、とても重要だと思うことを３つだけ選んでください。 

 

（単位：人）

回　答

1

もっと給料

が上がるこ

と

2

日本語が

勉強できる

場所

3

相談する

場所や人

があること

4

家族と暮ら

せること

5

子どもが入

れる保育

園や学校

6

日本人の

友人

7

もっとよい

住居（家や

アパート）

8

休日などに

楽しめる場

所

無回答

実数 104 41 26 34 3 23 24 56 2  

104

41

26

34

3

23

24

56

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

もっと給料が上がること

日本語が勉強できる場所

相談する場所や人があること

家族と暮らせること

子どもが入れる保育園や学校

日本人の友人

もっとよい住居（家やアパート）

休日などに楽しめる場所

無回答

（人）

n =123

 

・今、とても重要だと思うことについては、回答の多い順に「もっと給料が上がること」が

104 人で、次いで「休日などに楽しめる場所」が 56 人、「日本語が勉強できる場所」が 41 人、

「家族と暮らせること」が 34 人、「相談する場所や人があること」が 26 人となっている。 
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